
｢薬剤師の視点から見る吸入手帳の有用性｣

株式会社　大平　タイへイ薬局グループ

<目的>

過去20年間で呼吸器系疾患の患者数は横ばいであるガ､院急､ COPDは増加している｡

また､瑞息発作･ COPD増悪による緊急搬送なども増えてあり､死亡例も存在する｡この

ことから見ても気管支臨息･ COPDの治療･予防は羅患患者の生活上､重要であるといえる｡

気管支臨息･ COPDは慢性的な疾患であるため､長期的な管理を要し､患者･病院･薬局

か互いに連携する必要かある｡そのためにはそれぞれか情報を共有できるツールか必要に

なる｡今回､吸入手帳の使用過程で起こった患者の変化から疾患治療のツールとしての有

用性について考察を行なう｡

<結果>

医師から吸入手帳の使用指示か出た患者を対象に､隔患･ COPDの知識､吸入手技の熟

達度合いおよびその変化に伴う生活上の変化の確認を､薬局にあいて評価シート形式ある

いは口頭により釆局時薬剤師が行なった｡指導･確認内容は吸入手帳に記載し医師に報告

した｡その結果､医師･薬剤師間で的確な内容のやり取りかでき､患者へのスム-ズな服

薬指導を行うことか出来た｡そして患者の吸入手技の熟達度合いの上昇に伴い､発作か減

少し､楽になっているとの回答を得られた｡また､高齢患者にあいて吸入手技･疾患知識

の忘失か見られたガ､評価シートでの確認によりその都度的確な指導を行うことが出来た｡

<考察･結論>

吸入手帳という医師からの後押しかある:Jステムなので薬剤師か行う服薬指導を患者ガ

より熱心に目を傾ける｡また､長期管理時の中間点で患者の状態をチェックできるため､

医師･薬剤師双方の視点から見た患者個々の問題点ガより明確化され､吸入手帳による問

題の共有矧a:かれ､それを茎に服薬指導の要点を絞ることか出来るoこれにより内容的･

時間的にスムーズに患者にフィードバックでき､その結果､発作の予防､患者の治療満足

度を得ることに繋がる｡このことから見ても吸入手帳の導入により､きめ細やかな指導が

でき､予防･治療の観点で有用であるといえる｡
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｢介護予防で社会保障費抑制｣

(樵)大平　タイへイM&C

上　原　謙　太

【背景･課題】

現在日本では｢人口減少｣ ･ ｢少子高齢化｣ ･ ｢社会保障費増加｣等､様々な社会問題

を抱えているoその中でも｢社会保障費増加｣は日本が抱える特に大きな問題である｡今

後｢人口減少･少子高齢化｣により､生産人口か減り､高齢者人口か増える事か見込まれ

る情勢であり､社会保障費増加の一途を辿る我が国では深刻な問題でとして挙げられてい

る｡

｢高齢者の寿命か延びる事｣は素晴らしい事だが､ ｢元気で長寿｣という万か少なく､

介護を要する高齢者か多い現状かある.そして､統計より66.7%の万が｢住み慣れた自宅

で生活をしたい｣と言われている｡

しかし､ ｢夫婦のみ世帯･単身世帯｣の増加で､障害を持たれている高齢者は自宅では

過ごせない事も多いo又､障害を持たれた原因か転倒等の｢家庭内事故｣か多く､身体･

精神的な状況の変化により身体機能低下を起こされて､病院へ入院や施設への入所をせざ

るを得ない万も多いo入院や入所となると運動時問は減り､廃用症候群(寝たきり)とな

る万も多いo高齢者ガより安全･快適な在宅生活を行う為に､現状の把握･問題点の抽出･

改善について検討した｡

【日的･方法】

｢介護予防｣で｢社会保障費抑制｣を行う事を目的とする｡

①福祉用具や制度の認知度を上げる為､各施設での勉強会を実施した｡

②自宅で安全に生活出来る住環境整備の提案を行い､福祉用異の導入･住宅改修の施工

等を行う事で家庭内事故抑制を図った.

【結論】

各施設での勉強会を行った事でより適切な用具の依頼かあり利用者の介護予防に役に立っ

ていると思われる｡

今後も自宅では高齢者の住環境整備を行い､家庭内事故抑制を図り､ ｢健康に自宅で生

活をする為の住環境整備｣で｢介護予防｣となり､ ｢社会保障費抑制｣へと繋がる｡その

為に各職種連携し安全･快適な住環境整備･福祉用異の提案を行う｡今後､本学会目的で

もあるコ･メディカルか高齢者の介護予防の為､更なる｢連携｣か重要となってくると考

える｡
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